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第１章 計画の策定にあたって

１ 計画策定の趣旨

文部科学省が策定した「スポーツ立国戦略」中に、スポーツの意義が次のよ

うに示されています。

「スポーツは、世界の人々に大きな感動や楽しみ、活力をもたらすものであ

り、言語や生活習慣の違いを超え、人類が共同して発展させてきた世界共通の

文化の一つである。また、スポーツは、人格の形成、体力の向上、健康長寿の

礎であるとともに、地域の活性化や、スポーツ産業の広がりによる経済的効果

など、明るく豊かで活力に満ちた社会を形成する上で欠かすことのできない存

在である。」

これまで、国においては、スポーツ振興法第４条に基づき、平成１２年９月

に「スポーツ振興基本計画」（平成１８年９月改正）が策定され、平成２２年

８月に、今後の我が国のスポーツ政策の基本的な方向性を示すものとして「ス

ポーツ立国戦略」が策定されました。

埼玉県においても、平成１１年３月に本県におけるスポーツ振興の指針とさ

れる「埼玉県スポーツ振興計画(彩の国スポーツプラン２０１０)」（平成１８

年３月改正）が策定され、現在、新たな埼玉県スポーツ振興計画の策定に向け

た準備が進められています。また、平成１９年４月には、「埼玉県スポーツ振

興のまちづくり条例」を制定し、スポーツ振興を通じて、全ての埼玉県民が、

健康で充実した生活が送れるよう取り組んでいます。

本市においては、昭和５７年３月に「スポーツ都市宣言」を行い、スポーツ

活動の普及・振興に取り組んできました。平成１６年には「彩の国まごころ国

体」が開催され、メイン会場として整備された熊谷スポーツ文化公園では、「平

成２０年度全国高等学校総合体育大会」をはじめ国内トップレベルの様々なス

ポーツイベントが開催されています。

このような中、平成１８年７月には、市民一人ひとりが自分にふさわしいス

タイルでスポーツに熱中することをとおして、だれもが生涯にわたって健康で

元気に暮らせるまちづくりを目指し、「熊谷市スポーツ熱中都市宣言」を行い

ました。

こうした状況を踏まえ、あらゆる世代の市民が生涯をとおしてスポーツに親
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しむことができる「だれもが、いつまでも、自分の好むスタイルでスポーツに

関わることができる社会」の実現とスポーツを生かした本市の一層の活性化を

目指し、今後のスポーツ振興の施策をより体系的・戦略的に推進するため、「熊

谷市スポーツ振興基本計画」を策定いたしました。

２ 計画の位置づけ

この計画は、スポーツ振興法第４条第３項の規定に基づいて策定するもので

あり、平成２０年度にスタートした「熊谷市総合振興計画」の基本構想を実現

させるための計画です。本市における関連分野の計画等を踏まえながら、「熊

谷市スポーツ熱中都市宣言」をもとに、スポーツの普及・振興についての現状

と課題、施策の基本方針を示したものです。

また、国の「スポーツ振興基本計画」並びに「スポーツ立国戦略」、「埼玉

県スポーツ振興計画(彩の国スポーツプラン２０１０)」との整合性を図りなが

ら策定しています。

スポーツの範囲

この計画においては、「スポーツ」を勝敗や記録を競う競技スポーツから、楽しみとして

行うスポーツや比較的簡単なルールで手軽に楽しむことを目的に考案されたニュースポー

ツ、ウォーキング等の健康づくりやレクリエーションとしての運動までを幅広く含むものと

とらえています。

また、スポーツを「実践」（行う）だけでなく、「応援」（見る・感動する）、「協力」

（支える）といった立場で関わることも、スポーツに親しみ熱中することと考えています。
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本計画と他計画等との関係図

３ 計画の期間

計画の期間は、平成２３年度から平成２９年度までの７年間とします。

なお、今後の国・県の動向や社会情勢の変化、市民のニーズに対応するため、

必要に応じて計画を見直すこととします。

平成
２０年

平成
２１年

平成
２２年

平成
２３年

平成
２４年

平成
２５年

平成
２６年

平成
２７年

平成
２８年

平成
２９年

熊谷市総合振興計画

熊谷市スポーツ振興基本計画
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熊谷市スポーツ熱中都市宣言

スポーツは、私たちの心身の健全な発達に役立つとともに、私た

ちが豊かに暮らせるまちづくりを推進していくうえにも、極めて大

きな意義をもっています。

私たち熊谷市民は、生涯にわたってスポーツを愛し、「実践」「応

援」「協力」を合い言葉に、一人ひとりがスポーツに熱中すること

をとおして、健康な心と体をはぐくみ、だれもが元気に生き生きと

生活できるまちづくりをめざし、ここに熊谷市を「スポーツ熱中都

市」とすることを宣言します。

一 スポーツを全力で「実践」し、健康な心と体をはぐくみます。

一 スポーツを積極的に「応援」し、感動を味わいます。

一 スポーツに進んで「協力」し、みんなで楽しみます。

平成１８年７月１日

熊 谷 市
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第２章 スポーツ振興の現状と課題

１ 市民スポーツの現状と課題

（１）市民のスポーツに対する関心や実施状況

本計画を策定するにあたり、市民のスポーツに関する意識や関わり方を

把握するために、平成２２年１月に「スポーツ・レクリエーション活動に

関する市民意識調査」（以下、意識調査）を行いました。

意識調査によると、自分は健康だと思う市民の割合は、「大いに健康で

ある」１０％と「まあまあ健康である」７２％を合わせて８２％であり、およ

そ８割の人が健康であると感じています。

また、健康に対する意識は高く、健康を保持・増進するためには、バラン

スのとれた食生活、十分な休養や睡眠とともに適度な運動が必要であることは

よく知られており、７５％の人が日常生活でのスポーツやレクリエーショ

ン活動が「重要である」と考えています。

「実践」においては、意識調査によると、「週に１日以上」スポーツやレ

クリエーション活動を行っていると回答した人が３２％であり、年代別に

見ると、２０歳代と３０歳代の実施率が低くなっています。種目としては、

ウォーキングや自転車、ジョギング・マラソンといった一人でも行うこと

のできるものが多くなっています。

ウォーキングやジョギングを行っている市民の姿は市内のあちらこちら

に見られ、特に、熊谷スポーツ文化公園や熊谷さくら運動公園、別府沼公

園等では、多くの市民がスポーツに汗を流す姿が見られます。

「スポーツ・レクリエーション活動に関する市民意識調査」について

本計画を策定するにあたり、市民のスポーツに関する意識や関わり方を把握するた

めにアンケートを行いました。

時 期：平成２２年１月

対 象：１０歳代から８０歳代までの市民１，０００人

小学５年生 １４１人（石原小学校５年生全児童）

中学２年生 １９４人（三尻中学校２年生全生徒）

方 法：市民対象アンケートは、無作為抽出。

アンケート用紙と返信用封筒を郵送し、回答を返送していただく。

小学５年生と中学２年生は、学校に依頼し、回答後に回収。

回収率：市民 ３６．６％ 小学５年生、中学２年生 １００％
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組織的な取り組みも盛んで、財団法人熊谷市体育協会と熊谷市レクリエ

ーション協会の加盟団体に登録している人は、合わせて約１６，０００人

にのぼり、定期的に練習を行い競技会や発表会に参加するなど積極的にス

ポーツ・レクリエーション活動に取り組んでいます。

一方、忙しくて時間がない等の理由から「全く行わなかった」人と「年

に１～３日」の人を合わせると４５％、自分の活動状況に満足していない

人の割合も５８％と高く、意識と実践との差が見られます。

今後のスポーツ振興に関しては、「年齢層にあったスポーツ種目の開発・普

及」や「各種スポーツ教室を開催する」等、スポーツ活動の機会やきっかけづ

くりに期待する回答や健康やスポーツについての情報提供を充実させてほし

いという回答が多くなっています。

「応援」においては、最近の一年間でスポーツ観戦をした人（テレビ観戦を

除く）は、３８％で、種目別に見ると野球が最も多く、陸上・駅伝、サッカー、

ラグビーと続いています。市内でも、プロ野球や高校野球、陸上・駅伝、サッ

カー（J リーグ）、ラグビー等、国内トップレベルの競技が数多く開催されて

います。

今後本市で開催してほしいと思う大規模なスポーツ大会（全国大会など）と

しては、サッカー、駅伝、野球、ラグビー、バレーボール等があげられていま

す。

あなたはこの１年間にどれだけのスポーツや 現在、ご自分のスポーツやレクリエーシ

レクリエーション活動を行いましたか？ ョン活動に満足していますか？

（スポーツ・レクリエーション活動に関する市民意 （スポーツ・レクリエーション活動に関する市

識調査 設問１） 民意識調査 設問７-①）
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どんなスポーツやレクレーション活動をしていますか？ 今後やってみたいスポーツやレクリエーション活動は

（スポーツ・レクリエーション活動に関する市民意識 何ですか? （スポーツ・レクリエーション活動に関する

調査 設問２－① 市民意識調査 設問２－②）

最近１年間に、スポーツ等の観戦をしたこ

とがありますか？

（スポーツ・レクリエーション活動に関する市

民意識調査 設問１０） 最近１年間に、観戦したのは何の試合ですか？

（スポーツ・レクリエーション活動に関する市民意識調査

設問１０－②）
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「協力」においては、様々なスポーツ

イベントがボランティアに支えられてい

ます。

平成２０年度に開催された大きなイベ

ントでは、東日本実業団対抗駅伝競走大会

が４２０名、熊谷めぬま駅伝大会が２２０

名、熊谷さくらマラソン大会が１，０９０

名のボランティアにご協力をいただきまし

た。

一方、意識調査によると、スポーツボラ

ンティアの経験があるという回答は９％で

した。

また、今後ボランティアとして参加した

いという人は１６％であり、ボランティア

活動の認知度を高め、ボランティアとしての業務等をわかりやすくお知らせ

して募集する等の工夫が必要であると思われます。

-課 題 今まで運動をしていなかった市民に対するはたらきかけをしてい

くことや要望の高い種目の大会誘致、さらに多くの市民が観戦に訪れ、ボラン

ティアに参加できるような広報や情報提供の工夫が課題となっています。

（２）高齢者のスポーツ

本市では、高齢者や体力に自信がないなどの理由から軽い運動を好む方を対

象にして、財団法人熊谷市体育協会、熊谷市レクリエーション協会等と連携し、

卓球、テニス、バドミントン等のスポーツ教室やターゲットバードゴルフ、フ

ラダンス等レクリエーション種目の初心者講習会を開催しています。

また、ゲートボールやグラウンドゴルフ、ターゲットバードゴルフ等を実践

している市民は多く、財団法人熊谷市体育協会や熊谷市レクリエーション協会

の加盟団体が大会を実施するなど、高齢者の健康づくりと交流機会を提供して

います。

また、公民館活動で、高齢者体力測定会やウォーキング、ハイキング等のス

ポーツ・レクリエーション活動を実施しています。

-課 題 高齢者や体力に自信がない方に対しても、それぞれの体力等に合わ

せて運動に取り組み、現在運動していない方が運動に取り組んでいくことがで

きるよう、情報提供や啓発活動が課題となっています。

スポーツボランティアの経験はあり

ますか？

（スポーツ・レクリエーション活動に関

する市民意識調査 設問１４-①）
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（３）障害者のスポーツ

障害者の体力維持・増進並びに社会参加の推進を図るため、障害者にとって

親しみやすいスポーツ体験イベントを開催し、広く障害者スポーツ活動を普及

させるとともに、障害者の多様なスポーツ活動への参加機会の拡大を図ってい

ます。

本市では、彩の国ふれあいピック春季・秋季大会や全国障害者スポーツ大会

等の選手募集をはじめ、各協会等が主催する各種スポーツ教室への参加のお知

らせを行っています。

また、年に１回、特定非営利活動法人熊谷市身体障害者福祉会が中心となっ

て「ふれあい運動会」を開催しています。

-課 題 障害のある市民もスポーツ活動に取り組むことができるよう施設

を整備していくことや実践可能な運動を紹介するなどして運動機会を増やす

工夫が必要となっています。

２ 児童・生徒の現状と課題

（１）児童・生徒のスポーツに対する関心や実施状況

小学生では、国や県の傾向が本市にもあてはまり、運動好きな児童とそうで

ない児童とのいわゆる「運動の二極化」が進んでいます。意識調査の結果を見

ると、食生活に気をつけたり、運動したりすることで健康が保てるという意識

は高く、体育授業以外に週１日以上スポーツ・レクリエーション活動をしてい

る児童は、９０％を超えています。

小学５年 中学２年

体育授業以外に週１日以上スポーツ・レクリエーション活動を行いましたか？
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（スポーツ・レクリエーション活動に関する市民意識調査（小中学生対象） 設問１）

しかし、やりたいスポーツをする場所がないことや忙しさを理由に思うよう

に運動できない状況も見られます。

中学生では、体育授業以外でのスポーツやレクリエーション活動に対しては

約９０％が重要と考えており、満足度は約５５％という状況です。ただし、「あ

まり満足していない」が約１８％、「どちらでもない」が約１４％となってお

り、場所や施設、時間がないなどの理由が挙げられています。

-課 題 運動が好きではないと考えている児童・生徒にいかに運動の楽し

さを味わわせるか、また、学校外で児童・生徒が気軽に運動に取り組むことが

できる受け皿の充実があげられます。

（２）児童・生徒の体力

本市の児童・生徒の体力は、毎年５月頃に全国的に行われる基本的な体力・

運動能力調査「新体力テスト」の結果から見ると、昭和６０年頃から年々下降

傾向を示していましたが、最近１０年間の推移を見ると、全体的に横ばい傾向

になっています。

また、県や国の平均値と比較すると、市平均値がやや上回る結果となってい

ます。「熊谷市児童生徒体力向上推進委員会」をはじめ、学校や地域における

体力向上施策の効果が表れていると考えられます。

小学校においては、学校以外でスポーツ少年団やスポーツ教室等に所属して

活動している児童も多くいますが、その他の児童の中には体を動かす機会の少

ない児童が増えてきています。

また、中学校では、体力の状況は県や全国と比べても、大きく下回っている

ような状況ではありませんが、持久走をはじめ種目によっては、なかなか向上

の見られないものもあります。

なお、本市では、「朝ごはんをしっかり食べる」などの『４つの実践』と「テ

レビの時間を減らします」などの『３減運動』を推進し、基本的な生活習慣を

確立することによって、体力向上を含めた「生きる力」の育成に取り組んでい

ます。

-課 題 児童・生徒の体力低下に歯止めをかけ、上昇傾向に転じさせるよ

う、新学習指導要領に基づいた体育授業の充実はもとより、野外活動や遊びを

含め、さまざまなスポーツを通した児童・生徒の体力向上に向けた推進施策に、

学校と家庭が連携して取り組むとともに、財団法人熊谷市体育協会や熊谷市ス

ポーツ少年団、総合型地域スポーツクラブ等地域のスポーツ関係団体とも協力
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して、児童・生徒の良好なスポーツ環境を整えていくことが課題となっていま

す。

＊小学生はソフトボール、中学生はハンドボールを使用

新体力テスト

昭和 39年から実施していた「体力・運動能力調査」を見直し、平成 11年度の体力・

運動能力調査から導入したテスト。国民の体力・運動能力の現状を明らかにするために

実施している。埼玉県では全小中学校の全学年を対象に実施されている。また、全国体

力・運動能力、運動習慣等調査が、抽出対象校の小学５年生と中学２年生を対象に実施

されている。

小学校では、握力（筋力）、上体起こし（筋力・筋持久力）、長座体前屈（柔軟性）、

反復横とび（俊敏性）、２０ｍシャトルラン（全身持久力）、５０ｍ走（走力）、立ち

幅とび（跳躍力）、ソフトボール投げ（投力）の８種目が行われ、中学校では、２０ｍ

シャトルランの代わりに持久走（男子１，５００ｍ、女子１，０００ｍ）、ソフトボー

ル投げの代わりにハンドボール投げが行われている。
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（３）中学校での運動部活動

部活動については、市内の中学校では原則として全員加入制で取り組んでお

り、平成２２年度の運動部活動への加入率は、８０．８％です。

このような中で、駅伝をはじめとした陸上競技やラグビー、野球、水泳、柔

道等、全国大会や関東大会に出場し活躍している部が数多くあります。中学校

で身に付けた能力を生かして、高校や大学、社会人になっても競技力を高め、

オリンピックに出場したり、日本代表に選出されたりするなど、世界を舞台に

活躍するアスリートも生まれています。

一方、生徒数・教員数が減少していることから設置できる部の数が次第に減

少している状況であり、また、専門的な指導を行うことができる指導者が不足

がちな状況もあります。教員の指導力向上のために県が実施する実技講習会に

積極的に参加させるとともに、部活動地域連携事業により本市のスポーツ・レ

クリエーション指導者バンク事業と連携し、地域の方で専門的な技術指導ので

きる方を外部指導者として派遣しています。

-課 題 部活動は、スポーツの競技力向上を目指すだけでなく、生徒指導

上もたいへん重要な役割を担っています。生徒が意欲的に部活動に取り組める

ようにするためには、指導にあたる教員の資質を向上させるとともに、担当す

る運動種目の指導経験が少ない教員を対象にして研修会を実施するなど指導

者の育成に取り組む必要があります。

（Ｈ１８から熊谷市・大里町・妻沼町の合併後の数値であり、Ｈ１９からは江南町が合併した後

の数値）
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３ スポーツ関係団体の現状と課題

（１）財団法人熊谷市体育協会

大正８年に熊谷町体育会として創設し、昭和２２年に熊谷市体育協会に改組

し、昭和６０年４月１日に財団法人熊谷市体育協会となりました。現在（平成

２２年４月）、加盟団体は２９団体で、会員数は１４，０００人以上になって

います。

「熊谷市におけるスポーツを振興して、市民の体力向上とスポーツ精神の高

揚を図り、もって健康で明るい市民生活の向上発展に寄与する」ことを目的と

し、事業を執行するために総務、財政、施設、競技、普及、広報の６つの専門

委員会が設置されています。

主な事業としては、市民の体力づくり推進のための各種大会の開催・協力、

熊谷市総合体育大会並びに各種スポーツ教室（ともに熊谷市教育委員会との共

催）の実施、広報誌「スポーツ熊谷」の発行、スポーツ功労者及び優秀選手の

表彰等を行っています。

また、熊谷市から指定管理者として委託を受け、市民体育館、東部体育館、

別府体育館の管理運営を行っています。

-課 題 若手指導者の育成や専門的な知識・技術を習得するための研修の

充実等、スポーツにおける競技力の向上や一層の普及振興を目指した取り組み

があげられます。

平成２２年度財団法人熊谷市体育協会加盟団体

加盟団体名
会員数

（人）
加盟団体名

会員数

（人）

野球連盟 1,900 サッカー協会 2,650

ソフトテニス連盟 430 相撲連盟 10

卓球連盟 210 バドミントン協会 326

バスケットボール連盟 700 ソフトボール協会 1,640

ラグビーフットボール協会 677 射撃協会 98

体操協会 251 テニス協会 1,000

バレーボール協会 910 ゴルフ連盟 91

陸上競技協会 56 グラウンドゴルフ協会 806

弓道連盟 111 空手道連盟 79

柔道連盟 323 ゲートボール連盟 255
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剣道連盟 175 少林寺拳法連盟 250

水泳連盟 33 小学校体育連盟 640

スケート連盟 53 中学校体育連盟 399

スキー連盟 186 高等学校体育連盟 200

山岳連盟 58

※小学校体育連盟と中学校体育連盟の会員数は教員数

※高等学校体育連盟の会員数は体育関係教員数

（２）熊谷市レクリエーション協会

昭和６０年に創立し、現在（平成２２年４月）、加盟団体は７６団体で、部

門（種目）は１０部門、会員数はおよそ１，９００名です。

「レクリエーション活動をとおして市民の心身の健康増進を図るとともに、

レクリエーション関係団体相互の親睦と連帯を深め、本市レクリエーション活

動の振興に寄与すること」を目的とし、主な行事としては、秋には国体開催記

念熊谷市スポレクフェスティバルに参加し、冬には「レクの集い」がさくらめ

いと他の会場で盛大に開催されています。

部門ごとに初心者を対象とした講習会が毎年開催されており、レクリエーシ

ョンに取り組む市民の裾野を広げています。

また、年１回「レク協だより」を発行し、市内全戸に配布をしています。平

成２０年には、埼玉県レクリエーション大会が熊谷を会場として開催されまし

た。

-課 題 グループごとに行われている活動を市民に紹介する広報活動を一

層充実させて会員を増やしていくことや協会の事務局として組織を支える人

材の育成が課題となっています。

平成２２年度熊谷市レクリエーション協会加盟部門

部門名 会員数 部門名 会員数

リズム体操 113 エアロビクス 61

民 踊 181 フラダンス 548

現代舞踊 113 鳴子踊り 72

カラオケ 240 太極拳 55

ターゲットバードゴルフ 477 ペタンク 22
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（３）熊谷市スポーツ少年団

現在（平成２２年４月）、登録団数は４４団体で、３８５名の指導者と１，

３７９名の団員で構成されています。

それぞれの団が技術の向上と人間形成を理念に活動を展開していますが、年

間に２回、市内の少年団が一堂に会するイベントがあります。一つは「親子フ

ェスタ」という、団の垣根を越えた、主に交流を目的としたレクリエーション

的な行事です。もう一つは「団対抗駅伝大会」で、１月に行われています。

また、指導者の資質向上のための認定員講習会や資格取得のための認定員養

成講習会、保護者の理解を深めるための母集団研修会を開催して、スポーツ少

年団の理念に基づいた団運営の充実に努めています。

熊谷市スポーツ少年団や各団のホームページを作成して活動の様子を広報

したり、イベントに団員以外の子どもも招いたりして情報提供に努めています。

（資料２「平成２２年度熊谷市スポーツ少年団登録団体一覧」参照）

-課 題 少子化の進行に伴い、団員数が減少傾向にあり、一緒に活動する

子どもたちを増やしていくための工夫が必要になっています。

（４）総合型地域スポーツクラブ

平成１７年度に財団法人日本体育協会の育成指定クラブ委託事業に２つの

団体が応募し、現在「熊谷リリーズ・ふぁいぶるクラブ」（平成１９年３月２

４日設立・会員数９１人）と「ピースふぁいぶるクラブ」（平成１９年４月１

日設立・会員数２９８人）の２つの総合型地域スポーツクラブがあります。ラ

イフステージに応じたスポーツ活動の場や地域コミュニティ形成の場として

幅広い年齢層で構成されています。

「熊谷リリーズ・ふぁいぶるクラブ」は、スポーツ少年団の女子サッカーチ

ームをもとに設立されており、サッカーを中心にしながら他の種目のスポーツ

も楽しみ、仲間と交流が図れるようにしています。

「ピースふぁいぶるクラブ」は、２０以上の加盟サークルが活動に励んでい

ます。また、年に一度、全体で集まって「クラブフェスタ」を行い、サークル

間の交流を図っています。

-課 題 市民が身近に参加できるような総合型地域スポーツクラブを育

成することが課題となっています。

また、既存のクラブでは、地域住民に活動の様子を知らせたり、地域住民が

気軽に参加できる機会を設けたりするなどの活動を一層充実させ、地域に根ざ

したクラブの運営が課題となっています。
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ピースふぁいぶるクラブのサークル名

サ ー ク ル 名

ハイキング 太極拳 絵手紙

料 理 朗読研究会・ピース スポーツ民舞

写 真 いきいきアート ランニング

ウォーキング 新川菜園村＆子ども遊びの森 コーラス

水切り遊び バドミントン 卓 球

健康吹矢 陶 芸 ボウリング

スポーツ吹矢 オカリナ フラを楽しむ会!?

総合型地域スポーツクラブ

文部科学省では、平成７年度から１５年度までの９年間、地域のコミュニティの役割

を担うスポーツクラブづくりに向けた先導的なモデル事業として、地域住民の自主的な

運営を目指す「総合型地域スポーツクラブ育成モデル事業」を実施してきました。

総合型地域スポーツクラブ（以下「総合型クラブ」という。）とは、人々が、身近な

地域でスポーツに親しむことのできる新しいタイプのスポーツクラブで、⑴子どもから

高齢者まで（多世代）、⑵様々なスポーツを愛好する人々が（多種目）、⑶初心者からト

ップレベルまで、それぞれの志向・レベルに合わせて参加できる（多志向）、という特

徴を持ち、地域住民により自主的・主体的に運営されるスポーツクラブをいいます。

総合型クラブは、平成２０年７月１日現在で、創設準備中（クラブの設立に向けて準

備を進めている）クラブを含めて、２，７６８クラブが１，０４６の市区町村において

育成されています。（文部科学省のホームページから引用）
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４ スポーツ行政の現状と課題

（１）熊谷市スポーツ熱中都市宣言の推進

平成１６年に開催された「彩の国まごころ国体」や平成１７年１０月の新「熊

谷市」のスタートを機に、平成１８年７月、「熊谷市スポーツ熱中都市」を宣

言しました。

この宣言の下、熊谷さくらマラソン大会や熊谷めぬま駅伝大会、スポレクフ

ェスティバルをはじめとした様々なスポーツイベントを開催し、市民がそれぞ

れの立場からスポーツを「実践」「応援」「協力」する機会になっています。

また、全国選抜高等学校ラグビーフットボール大会や東日本実業団駅伝競走

大会、サッカーＪリーグ公式戦等の開催にあたっては、地元市として積極的に

協力しながら円滑な運営と広報・集客に努めるとともに、市民にとって魅力あ

るスポーツイベントが市内で開催されるよう誘致に努め、開催にあたっては、

イベントが円滑に実施できるよう、地元として事前の広報や市内の関係団体や

支援者との連絡調整にあたっています。

「実践」の視点からは、競技スポーツを志向する市民を対象に熊谷市総合体

育大会等を開催しています。熊谷さくらマラソン大会も自己の記録に挑戦する

ことのできる場でもあります。

健康づくりを志向する市民向けには、歩け大会や市民体力測定会等のイベン

トを行っているほか、市内各地にウォーキングコースを設定して身近な場所で

のウォーキングを奨励しています。

スポーツに親しむきっかけづくりとして、子どもから大人、高齢者まで幅広

い年齢層の市民を対象にして、財団法人熊谷市体育協会加盟団体による各種ス

ポーツ教室や熊谷市レクリエーション協会各部門による初心者講習会が毎年

行われ、多くの参加者が指導を受けながらスポーツに親しんでいます。

「応援」の観点からは、熊谷スポ

ーツ文化公園にある陸上競技場や彩

の国くまがやドーム、熊谷ラグビー

場では、その充実した施設を生かし

てプロスポーツや実業団等の競技が

行われ、県北最大級の熊谷さくら運

動公園野球場では、毎年、プロ野球

イースタンリーグの公式戦が行われ

るなど、国内トップレベルの競技を

身近に観戦することにより感動を味

わい、「応援」することができます。

主なスポーツイベント

熊谷さくらマラソン大会

全国高校選抜ラグビーフットボール大会

熊谷めぬま駅伝大会

熊谷市高校女子サッカー大会「めぬまカップ」

東日本実業団対抗駅伝競走大会

埼玉県駅伝競走大会

グライダー競技

国体開催記念熊谷市スポレクフェスティバル

（資料３「主なスポーツイベント」参照）
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平成２０年度には、全国高等学校総合体育大会の体操競技と陸上競技が行わ

れたほか、東日本実業団対抗駅伝競走大会や天皇賜杯全国軟式野球大会、全日

本学生グライダー選手権大会等の大会が行われました。ラグビーでは、全国高

等学校選抜ラグビーフットボール大会をはじめ、関東大学ラグビーの対抗戦・

リーグ戦、全国大学ラグビーフットボール選手権大会、トップリーグ等の試合

が熊谷ラグビー場で開催されています。

「協力」の視点からは、財団法人熊谷市体育協会加盟団体や熊谷市レクリエ

ーション協会加盟団体の方々が中心となって、熊谷さくらマラソン大会や熊谷

めぬま駅伝大会、スポレクフェスティバル等の役員・係員として大会を支えて

いただいています。

また、熊谷市体育指導委員や熊谷市交通指導員の方々の協力も、スポーツイ

ベントを開催する上で欠くことのできないものとなっています。

-課 題 「実践」における課題としては、市民のニーズに合ったスポーツ

活動の機会を市民と協働で提供していくことや現在行っている大会やイベン

トを一層充実させることがあげられます。

「応援」における課題としては、市内で開催される大会やイベントの情報が

より多くの市民に知ってもらえるような広報の工夫やより関心を高めるため

の情報提供の工夫があげられます。

「協力」における課題としては、一般の市民の方が参加できるよう、募集に

あたってボランティア活動の内容をわかりやすく示すなど情報の提供に努め、

ボランティア人口を増やすとともにネットワークづくりにも取り組むことが

あげられます。

（２）ラグビータウン熊谷の推進

昭和４２年の国民体育大会開催にあたり、荒川緑地に２面のラグビー場を整

備し、平成３年には県営の熊谷ラグビー場が完成し、同年に策定した「熊谷市

総合振興計画第二次基本計画」に市のイメージアップ事業の一つとして「ラグ

ビータウン熊谷」を位置づけました。

小・中学生への普及を目的とするラグビースクールには、毎年約２００名の

子どもたちが参加しています。多くの小学校で体育の授業にタグラグビーを取

り入れており、例年１１月には国体開催記念熊谷市スポレクフェスティバルの

中で、熊谷市小・中学生タグラグビー大会を開催しています。

中・高校生を対象とした熊谷市長杯７人制ラグビー大会では、県内の中学

校・高等学校の多くのラグビー部が参加し熱戦を繰り広げています。
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市内の中学校４校、高等学校３校にラグビー部があります。中学校では、熊

谷東中学校の平成１１年度東日本中学生大会準優勝をはじめ、関東大会優勝な

どの活躍をしています。

また、全国高等学校選抜ラグビーフットボール大会の開催をはじめ、日本ラ

グビーフットボール協会並びに関東ラグビーフットボール協会が主催する公

式戦を埼玉県並びに熊谷市ラグビーフットボール協会と連携しながら積極的

に招致し、トップレベルの試合を観戦しラグビーの楽しさを味わうことのでき

る機会を提供しています。

-課 題 中学校の部活動指導者の養成による指導体制の充実と小学校でも

タグラグビーを授業に取り入れるなどの普及活動の充実が望まれます。

また、大会の情報をより多くの市民に知ってもらい観戦してもらえるように

広報の工夫をするとともに、多くの市民にラグビーの魅力を知ってもらい、「ラ

グビータウン熊谷」を支える機運を醸成していく必要があります。

（３）熊谷市スポーツ教室

スポーツの普及を目的として、主に初心者を対象に各種スポーツの教室を開

催しています。実施は財団法人熊谷市体育協会に委託し、加盟団体がそれぞれ

の種目の教室を運営しています。平成２１年度には球技、武道など１９種目を

開設し、総計２，４５３名が受講しました。（資料１「平成２２年度熊谷市ス

ポーツ教室一覧」参照）

スポーツ教室は、普及を目的としているため初心者や初級者を対象とした内

容になっていますが、一度スポーツ教室に参加するだけでなく、翌年も参加し

て一層のレベルアップを目指す方や、スポーツ教室への参加がきっかけとなり

グループやチームに入ってスポーツを続ける方も多く、スポーツの普及に大き

な役割を果たしています。

-課 題 種目の人気に偏りがあり、種目によっては、希望者が多いけれど

も会場や指導者数に限りがあり、参加希望者が全員受け入れられないといった

状況の教室がある一方、思うように受講者が集まらない教室もあり課題となっ

ています。

（４）熊谷市体育指導委員の活動

本市では、「スポーツ振興法」に基づき市教育委員会が各小学校区からの推

薦により、７０名の体育指導委員を委嘱しています。地域のスポーツコーディ
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体育指導委員の役割

体育指導委員は、スポーツ振興法で規定されている日本で唯一の公的な社会体育指

導者で、市区町村の非常勤公務員として、行政と一体となり、スポーツ施策を推進し

ます。

最近は、地域住民のスポーツ振興、さらには豊かな地域生活のため、従来の実技指

導だけでなく、スポーツ振興施策の企画立案に参画するとともに、住民の身近な立場

から、行政と地域住民との調整を図るコーディネーターとなっています。

特に、体育指導委員は総合型地域スポーツクラブ育成の中心的役割を果たす人材と

して期待され、その指導・助言が重視されています。

（社団法人全国体育指導委員連合のホームページから引用）

ネーターとして、専門性を生かした活動が期待され、地域と行政とをつなぐ役

割も担っています。「たくましい市民つくり歩け大会」や「女性バレーボール

親善大会」、「市民体力測定会」、「春スキーの集い」、「女性卓球親善大会」

などのスポーツイベントの開催をはじめ、日頃市民に対しスポーツの指導・普

及を行うとともに、スポーツの振興を図るために学校や公民館等で様々なスポ

ーツ事業に協力しています。

-課 題 様々なイベントに協力を求められることが多く、年間の活動回数

が増えていますが、多忙化する中で地元地域のスポーツ振興への貢献度をいか

に高めるかが課題となっています。

（５）熊谷市スポーツ・レクリエーション指導者バンク

スポーツの普及・振興にとって、指導者の果たす役割はたいへん大きいもの

です。本市では、市民からの指導者派遣の要請に応じて円滑に指導者を紹介し、

スポーツ・レクリエーションの普及・振興を図ることを目的として、平成１３

年度より「スポーツ・レクリエーション指導者バンク」制度を設けています。

登録指導者は、財団法人熊谷市体育協会や熊谷市レクリエーション協会、熊

谷市スポーツ少年団等の団体から推薦された方の他、自薦の方もいます。指導

者登録の申請を受け、「熊谷市スポーツ・レクリエーション指導者バンク運営

協議会」の審査を経て名簿に登録され、任期は一期５年となっています。平成

２２年８月現在で、４４種目に２００名以上の指導者登録があります。

登録指導者名簿は、各学校や公民館等市の施設に設置してあり、市民が閲覧
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し指導者をさがすことができ、本市では、市民からの依頼によって登録指導者

の中から候補者を推薦しています。また、公民館活動や学校のＰＴＡ活動等が

スポーツやレクリエーションの講座を開催するときにも指導者バンクから指

導者が派遣されています。

登録指導者の中から中学校の外部指導者として部活動の指導にあたってい

ただいている方もあり、特に技術面での指導に貢献しています。

指導者バンクの制度を市民に知っていただくために、市報「くまがや」に指

導者の派遣や登録についての案内を掲載しています。

-課 題 指導に対して意欲的な方にたくさん登録していただいていますが、

中学校部活動外部指導者以外の派遣要請が少ないため、いかに登録指導者の方

に指導の機会をつくり意欲を高めていくかが課題となっています。

（６）新たなスポーツ文化への対応

熊谷市スポーツ熱中都市宣言の趣旨は、スポーツを「実践」することによる

健康の保持増進や青少年の健全育成に資するという面ばかりでなく、観て「応

援」する、「協力」して支えるという面にも重要な意義があり、これは、スポ

ーツ立国戦略に示されたスポーツ文化としての捉え方と共通するものです。

これからのスポーツ行政においては、例えば、ひとつのスポーツイベントの

実施に際して、今まで以上にもっと多くの参加者や観客を集めるための工夫や、

参加者や観客がもっと熱中できるようにするための工夫といった、大会そのも

のの充実を図ることが今後も大切です。しかし、それだけにとどまらず、本市

の観光や物産のＰＲ、スポーツ関連用品の販売等による地域経済への波及効果

やイベントへの参加による地域コミュニティ活性化への効果や連帯感の醸成

等について、幅広く考えていく必要があります。

-課 題 このようなことを実現させていくためには、スポーツ振興を担当

する部署が中心となり、市の各部局間の連携を現在よりもさらに密接で深いも

のとするとともに、スポーツ関係団体や企業、ＮＰＯ、大学、地域住民等との

横断的な協働体制の構築が不可欠となります。
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５ スポーツ施設の現状と課題

（１）公共スポーツ施設

本市には、陸上競技場やラグビー場、野球場、テニスコート、体育館など競

技スポーツに対応することのできる施設から、市民が気軽に利用できるプール

やウォーキングコース、自由広場など、数多くのスポーツ施設が整備されてい

ます。

特に、熊谷スポーツ文化公園には、「彩の国まごころ国体」のメイン会場と

なった陸上競技場・「くまがやドーム」（屋内運動場）やラグビー場があり、

国内最高レベルの競技会が開催されています。（資料４「主な公共スポーツ施

設」参照）

また、最近は、衝撃吸収性のある弾性ゴムチップ舗装のジョギングコースを、

熊谷スポーツ文化公園や熊谷さくら運動公園、別府沼公園に整備し、ジョギン

グやウォーキングに盛んに利用されています。

一方、体育館使用のニーズは、各団体の大会等や定期的な活動の会場として

たいへん高くなっていますが、時期によってはなかなか予約ができないという

状況があります。

-課 題 老朽化が進み改修の必要な施設が多くなっています。財政状況が

厳しく人員も限られている中で、いかに施設を良好な状態に維持管理していく

かが課題となっています。

また、施設のバリアフリー化を進めていくことも課題となっています。

（２）学校体育施設開放

市立小中学校４６校の体育館と校庭を一般市民のスポーツの場として、学校

の教育活動に支障のない範囲（平日の夜間、土曜日・日曜日の午前・午後・夜

間）で、市民に開放しています。

体育館は、平日夜間にバレーボールやバスケットボール、卓球等で地元の大

人の方やＰＴＡのスポーツ活動によく利用されています。土曜日や日曜日には、

午前・午後・夜間ともスポーツ少年団の活動や地元の大人の団体によって利用

されています。

体育館は、市内全体を合計すると一年で延べ２０万人もの利用者があり、

利用率が高くなっています。

校庭は、スポーツ少年団や子ども会の活動での利用が中心となっているほか、

地域の体育祭やスポーツイベントの会場として利用されるなど、地域住民の交

流の場としての役割も果たしています。



23

-課 題 各学校体育施設の利用状況を全体的に把握し、利用者のニーズに

合わせて最新の情報が提供できるような体制づくり及び県立の高等学校体育

施設開放事業との連携が課題となっています。

（３）民間のスポーツ施設

市内には、スポーツクラブやスイミングスクール、ゴルフ場などの民間のス

ポーツ施設があり、市民のスポーツの場となっています。

-課 題 市の行事での民間スポーツ施設利用や指導者の交流等、連携を図

っていくことが課題と考えられます。

市内にある民間のスポーツ施設

スポーツクラブ スポーツスパ アスリエ熊谷（筑波）

スイミングスクール 埼玉スウィンスイミングスクール熊谷（中西）

深谷イトマンスイミングスクール（拾六間）

テニスコート テニスクラブ ヨシオカ

ゴルフ場 大麻生ゴルフ場（大麻生）

妻沼ゴルフ場（善ヶ島）

熊谷ゴルフ場（石原）

太平洋クラブ＆アソシエイツ江南コース（千代）

ヘリテイジゴルフコース（小江川）

熊谷ショートコース（塩）
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第３章 スポーツ振興の基本的な考え方

１ 基本理念

本市のスポーツの現状と課題を踏まえ、市民のだれもが、それぞれのスタ

イルに応じてスポーツに関わり、健康づくりやまちづくりを進める社会を目

指して、本市のスポーツ振興の基本理念を次のとおり設定します。

２ 基本目標

基本理念に基づいて、基本目標を次のように設定します。

（１）生涯にわたるスポーツ活動の推進

幼児から高齢者まで、だれもが自分にふさわしいスタイルでスポーツ

活動に熱中できるよう生涯スポーツ・レクリエーション活動の推進を図

ります。

【重点】スポーツを週１回以上行う成人の市民が５５％以上になること

を目指します。（平成１８年３９％→平成２９年５５％）

（２）学校体育の充実

児童・生徒が生涯にわたって運動やスポーツに親しむことのできる資

質を育てるために、学校体育の充実を図ります。

【重点】新体力テストで県平均を上回る項目の割合が７５％以上になる

ことを目指します。（平成２１年６１．８％→平成２４年７５％）

（３）気軽にスポーツに親しむことができる環境の整備

スポーツ施設の有効利用や整備、指導者の育成・活用の体制の充実、

スポーツ情報の収集・提供を充実により、市民が気軽にスポーツに親し

むことができる環境づくりを目指します。

【重点】施設や指導者、イベント等、スポーツに関する情報を集約し広

く市民に提供します。

基 本 理 念

市民一人ひとりがスポーツに熱中し、

元気に生き生きと生活できるまちづくり

【合い言葉】 スポーツ熱中、生き生き熊谷
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（４）スポーツによる活力あるまちづくりの推進

スポーツイベント等を活かし、まちの活性化や魅力の創造を図ります。

また、地域のスポーツ活動を奨励し、世代間の交流の促進や地域一体感

の醸成が図れるよう努めます。

【重点】市民やスポーツ関係団体、商業関係機関等と協働し、スポーツイ

ベントの充実とともにまちの活性化を図ります。

構 想 図
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３ 基本目標と施策

①幼児の運動の普及

（１）子どものスポーツ活動の推進

②スポーツ教室の開催

１ 生涯にわたるスポーツ活動の推進

③スポーツ少年団・クラブチームの活動支援

④子ども会等によるスポーツ活動の支援

①市民がスポーツを「実践」する楽しさを味わえる機会の充実

（２）成人のスポーツ活動の推進

②競技スポーツの振興

①公民館と連携したスポーツ活動の推進

（３）高齢者のスポーツ活動の推進

②気軽に健康・体力づくりを行える環境づくり

①スポーツ施設のバリアフリー化の推進

（４）障害者のスポーツ活動の推進

②スポーツ教室やイベント等の支援

①総合型地域スポーツクラブの育成・支援

（５）総合型地域スポーツクラブの育成・支援

基 本 目 標 と 施 策

①学校体育の充実

（１）学校体育の充実

②熊谷市児童生徒体力向上推進委員会の充実

２ 学校体育の充実

③中学校運動部活動等の充実
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①スポーツ施設の有効利用の促進

（１）スポーツ施設の有効利用と整備

②ウォーキングコース・ランニングコースの設定・整備

３ 気軽にスポーツに親しむことができる環境の整備

③学校体育施設の開放

①スポーツ指導者の発掘・育成

（２）指導者の育成・活用

②スポーツ指導者の活用

①スポーツ情報の収集と提供

（３）スポーツ情報の収集と提供

①スポーツによるまちの活性化のための体制づくり（市長部局での対応）

（１）スポーツイベントによるまちの活性化

②スポーツイベントの招致・開催による観戦機会の拡大・まちづくりとの連携

４ スポーツによる活力あるまちづくりの推進

③スポーツボランティアの育成・活用

①地域のスポーツ活動への支援

（２）地域のスポーツ活動への支援

②地域の体育施設を基点とした地域スポーツ活動の推進
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第４章 スポーツ振興のための具体的施策

１ 生涯にわたるスポーツ活動の推進

（１）子どものスポーツ活動の推進

幼児・児童・生徒のだれもが、運動に親しみながら体力の向上や健康

の保持増進に取り組めるよう、スポーツ活動の振興を図ります。

①幼児の運動の普及 【実践】

○親子スポーツ教室の実施等により、運動に取り組む機会の増加に努め

ます。

○親子で楽しめるスポーツやレクリエーションの情報を提供します。

○子どもの心身の健全な成長を目指して、家庭と連携した食育を推進し

ます。

②スポーツ教室の開催 【実践】

○財団法人熊谷市体育協会加盟団体が中心となっての、様々なスポーツ

種目の初心者・初級者を対象としたスポーツ教室の開催を推進・支援し

ます。

③スポーツ少年団・クラブチームの活動支援 【実践】【協力】

○スポーツ少年団活動の一層の充実のために必要な指導者育成のための

事業を推進します。

○クラブチームの活動充実に向けた支援を行います。

④子ども会等によるスポーツ活動の支援 【実践】

○熊谷市子ども会育成連絡協議会（熊子連）や「放課後子ども教室推進

事業」等、地域の方々の参画を得て、スポーツ活動を推進します。

（２）成人のスポーツ活動の推進

①市民がスポーツを「実践」する楽しさを味わえる機会の充実 【実践】

○市民がスポーツに親しむきっかけづくりとして、財団法人熊谷市体育

協会や熊谷市レクリエーション協会等が行うスポーツ教室や講習会等

が一層充実するよう支援します。

○熊谷市体育指導委員協議会と連携しながら、出前講座を実施するなど

して、手軽に楽しめる運動やニュースポーツの普及を図ります。

○熊谷さくらマラソン大会や熊谷めぬま駅伝大会をはじめとしたスポー
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ツイベントを、市民が参加して楽しめるよう一層充実させます。

○仲間と共に楽しむスポーツを志向する市民に向けたスポーツ大会であ

る熊谷市女性バレーボール親善大会等を体育指導委員協議会やスポー

ツ関係団体等と協力して開催します。

○地域が開催するスポーツイベント等に指導者や支援者を派遣するなど

の支援体制を築きます。

②競技スポーツの振興 【実践】

○競技志向に対応し、市民総合体育大会をはじめとした各種スポーツの

大会を財団法人熊谷市体育協会等と協力して開催します。

○各種スポーツの全国大会等に出場する市民を支援するとともに、優秀

な成績をあげた市民の顕彰制度を充実します。

○地元の選手や団体の活動状況や活躍などを、市報や市のホームページ

等で広報します。

（３）高齢者のスポーツ活動の推進

いくつになっても生き生きと心身ともに健康で充実した日々を過ごす

ことができるよう、地域におけるスポーツ環境の整備を図るとともに、

高齢者がスポーツ教室やスポーツ大会へ参加できる機会を広げ、高齢者

の積極的な社会参加を促進します。

①公民館と連携したスポーツ活動の推進 【実践】

○公民館と連携し、高齢者のニーズに応じた各種教室やイベントの開催

を推進し、スポーツ活動の機会の拡充を図ります。

②気軽に健康・体力づくりを行える環境づくり 【実践】

ニュースポーツ

ニュースポーツについて、定まった定義はありませんが、一般的には、２０世紀

後半以降に新しく考案・紹介されたスポーツを指します。子どもから高齢者まで、

勝敗にこだわることなく、手軽に楽しむことを目的として考案されたスポーツで、

近年の健康志向によって注目されつつあります。ゴルフをアレンジしたグラウンド

ゴルフのように、既存のスポーツを改変したスポーツ等が多くあります。
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○出前講座「体力測定会」を広く行い、市民が日常の健康・体力づくり

に生かせる情報を提供します。

○ウォーキングやラジオ体操等、年齢を問わず実践できる健康づくりの

ための運動を奨励します。

（４）障害者のスポーツ活動の推進

障害のある方が気軽に身近な施設でスポーツに親しむ機会を広げるた

め、体育館やプールなどのスポーツ施設のバリアフリー化を進めるとと

もに、定期的な活動ができるスポーツ教室やスポーツ大会等の充実を図

ります。

①スポーツ施設のバリアフリー化の推進 【実践】

○障害者が使いやすいスポーツ施設のバリアフリー化を進めます。

②スポーツ教室やイベント等の支援 【実践】【協力】

○障害者がスポーツ教室やイベント等に参加し楽しむことができるよう

に支援します。また、ボランティアの協力を働きかけます。

○彩の国ふれあいピック等への参加を広く呼びかけます。

（５）総合型地域スポーツクラブの育成・支援

市民のだれもが、いつでも、どこでも、いつまでもスポーツ活動に親

しめる環境づくりをすすめるために、「総合型地域スポーツクラブ」の

育成・支援事業を実施します。

①総合型地域スポーツクラブの育成・支援 【実践】【協力】

○子どもから高齢者まで全ての年代の市民が自主的に生涯を通してスポ

ーツを行える総合型地域スポーツクラブを育成します。

○スポーツはもとより、地域住民の交流と活性化を図るため、地域のだ

れもが関わり参加のできるクラブの育成を図ります。

○既存のクラブの一層の発展に向けて、指導者の育成、情報提供や広報

等による支援を行います。
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２ 学校体育の充実

（１）学校体育の充実

児童・生徒が生涯にわたって運動やスポーツに親しむことのできる資

質を育むために、学校体育の授業や運動部活動等の充実・改善を図りま

す。

①学校体育の充実 【実践】

○運動の特性や魅力を味わわせる授業の実践のため、指導者研修の充実

により、教員の指導力向上を図ります。

○地域の優れた人材を体育授業や体育行事等に生かします。

○授業や体育的活動時に運動量を確保するとともに、いろいろな動きを

経験させ体力・運動能力の向上に努めます。

②熊谷市児童生徒体力向上推進委員会の充実 【実践】

○本市児童･生徒の体力の実態把握を基にして、課題を明確にし、体力向

上を図ります。

○広報紙を発行し、各学校の優れた取り組みを全小中学校に知らせます。

③中学校運動部活動等の充実 【実践】【協力】

○部活動地域連携事業により、専門的な技術指導のできる地域の方を外

部指導者として派遣します。

○市内中学校の同じ種目の運動部が合同で、高等学校や大学の運動部と

練習会や指導者の交流等を行って競技力を高めます。

○地域住民が部活動に参加し、住民が生徒を指導したり練習相手になっ

たりしながら、住民自身もスポーツが楽しめるような地域と連携した部

活動を進めます。
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３ 気軽にスポーツに親しむことができる環境の整備

（１）スポーツ施設の有効利用と整備

スポーツに親しめる場として、既存のスポーツ施設の有効利用を推進す

るとともに、施設の整備を検討します。

また、身近な学校体育施設開放の充実を図ります。

①スポーツ施設の有効利用の促進 【実践】

○多様化するスポーツニーズに応えるため、公共施設の有効利用を図る

とともに、施設の整備を検討します。

○ニーズの高いニュースポーツの用具を、市民の要請に応じて貸し出せ

るような体制整備を検討します。

○市民が企業･大学等のスポーツ施設を利用できるよう関係機関との調

整をし、利用促進を図ります。

○スポーツ施設等の改修について検討を行います。

②ウォーキングコース・ランニングコースの設定・整備 【実践】

○市民が身近に実践できるウォーキングコースやランニングコースを設

定し、紹介します。

③学校体育施設の開放 【実践】

○市立小・中学校の体育施設（校庭・体育館）を開放し、地域住民によ

るスポーツ活動等の場として提供します。

（２）指導者の育成・活用

トップアスリートやその指導者、体育系大学の卒業者等、地域のスポ

ーツ指導者として資質や意欲のある人材を発掘・育成するとともに、こ

れらの人材を地域のスポーツ指導者等として活用していく体制づくりを

進めます。

①スポーツ指導者の発掘・育成 【協力】

○ホームページや広報紙により公募を行うとともに、スポーツ関係団体と

協力して、スポーツ指導者の発掘に努めます。

○熊谷市スポーツ・レクリエーション指導者バンクへの指導者登録を促進

し、指導者の育成・派遣の体制を充実させます。

○スポーツ指導者の研修会等への参加を促進し、支援を行います。
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②スポーツ指導者の活用 【協力】

○熊谷市スポーツ・レクリエーション指導者バンクの登録指導者を中学校

の部活動指導者や地域のスポーツ活動の指導者として派遣します。

（３）スポーツ情報の収集と提供

市民がいつでもスポーツに親しむことができるように、スポーツイベ

ントやスポーツ施設等の情報収集とその提供に努めます。

①スポーツ情報の収集と提供 【実践】【応援】

○スポーツ関係情報の収集を行い、広報紙やホームページ等を活用して、

市民にわかりやすく提供し、多くの市民が来場して応援できるようにし

ます。

○スポーツに関連する部署との連携を図り、情報ネットワークの拡充に努

めます。

○健康づくりやスポーツを始めたい人に役立つ情報提供に努めます。

４ スポーツによる活力あるまちづくりの推進

（１）スポーツイベントによるまちの活性化

スポーツイベント等を活かし、経済効果への波及も含め、広い視野に

立ってまちの活性化を図ります。

「応援」するスポーツとして魅力あるスポーツ大会やプロスポーツ等

の招致・開催に努め、市民に夢や感動を与える機会の拡充に努めます。

また、「協力」するスポーツとして、市民の多様な生涯スポーツ事業

が楽しく円滑に運営されるように、スポーツボランティアの育成・組織

化を促進します。

①スポーツによるまちの活性化のための体制づくり

○スポーツイベントの招致活動や大会の企画・運営について、スポーツ

関係団体や商業関係機関等と連携して調査研究を進めます。

②スポーツイベントの招致・開催による観戦機会の拡大・まちづくりとの

連携

○関係機関や競技団体と連携した、積極的な大会招致活動を行います。

○マスコミ等と連携した、効果的な広報活動を展開します。

○市外、県外から選手や関係者が本市を訪れる機会を捉え、本市のＰＲ
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やスポーツ関連用品や地場産物の販売促進等により経済的波及効果が

生み出せるよう取り組みます。

③スポーツボランティアの育成・活用

○各競技団体や財団法人熊谷市体育協会などと連携し、広く市民に呼び

かけ、スポーツボランティアの募集･登録を進めるとともに、積極的参

加を図ります。

（２）地域のスポーツ活動への支援

地域のスポーツ活動を奨励し、地域連帯感の高揚や地域コミュニティ

活動の活性化に寄与するよう地域スポーツ活動への支援を充実します。

①地域のスポーツ活動への支援

○国体開催記念熊谷市スポレクフェスティバルへの参加や地区の体育祭

等の地域のスポーツ活動、公民館が実施するスポーツ活動等の推進をは

たらきかけ支援します。

②地域の体育施設を基点とした地域スポーツ活動の推進

○中学校の部活動や既存のスポーツチームに地域の住民が参加するなど、

学校の体育施設等地域の体育施設を基点として、共にスポーツ活動に

親しめる新しい環境づくりを検討します。
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第５章 計画の推進

１ 計画の推進体制

（１）計画推進のための組織整備

スポーツのもっている健康や教育に係る意義・役割は大変重要ですが、本

計画にも掲げたように、これからのスポーツ行政においては、視野をさらに

広げ、スポーツによって地域の活性化を図り地域経済への効果等も生み出す

という発想の転換が必要です。

熊谷スポーツ文化公園にある陸上競技場やラグビー場等の全国屈指の優れ

たスポーツ施設を本市の貴重な資源として生かし、魅力あるスポーツイベン

トを実施するとともに、その賑わいを本市の観光に結びつける等の市の活性

化に向けた積極的な施策の展開が求められています。

平成２０年４月に地方教育行政の組織・運営に関する法律が改正施行され、

学校における体育に関することを除くスポーツの事務を地方公共団体の長が

担当できるようになりました。

本市においても、本計画の策定を機に、スポーツに関する事務の教育委員

会から市長部局への移管を積極的に検討します。

（２）市民との協働による推進

熊谷市総合振興計画の政策の柱の一つである「市民と行政が協働するまち」

に基づき、「市民（団体）にできること」、「地域にできること」、「行政が行う

こと」の原点を踏まえ、市民と市が力を合わせてスポーツ振興を推進します。

（３）市民への周知

本計画が広く市民に伝わり理解してもらえるように、広報紙やホームペー

ジを活用して周知を図ります。

また、本計画に基づいてスポーツ情報の提供を充実するとともに、施策の

実施状況についても市民にお知らせします。


